
表１：ＮＴＴの主な賃金や手当の削減

年度 制度改悪の内容 減額された金額等

 年度末手当や各種手当の廃止
 定昇額減と定昇を55歳から50歳でストップ  基本賃金の５万円減

2002  50歳退職・再雇用導入  月額賃金15～30％減
2003  退職手当に成果主義の導入  普通評価で500万円の減
2006  基本賃金の一部や扶養手当を基準外へ  ボーナス削減

 54歳未満の東日本など賃金制度の見直し  月額賃金約15％減
 500円の日帰り日当などの廃止  月額5000円前後の減

2016  1年単位の変形労働時間制などの導入  超勤手当の削減

2001

2013

男
女
兼
用
ト
イ
レ
を
改
善

茨
城
県
つ
く
ば
ビ
ル
８
階
の

ト
イ
レ
は
和
式
で
、
し
か
も
男

女
兼
用
で
し
た
。
再
三
、
会
社

に
要
望
し
て
も
改
善
し
な
い
た

め
、
昨
年

12
月
に
男
女
別
の

洋
式
ト
イ
レ
設
置
を
要
求
し
会

社
と
交
渉
を
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
そ
の
１
週
間
後
に

女
性
用
ト
イ
レ
の
表
示
と
と
も

に
、
男
性
用
の
便
器
に
は
カ
バ
ー

が
さ
れ
て
使
用
不
可
と
な
り
ま

し
た
。

今
春
闘
で
は
、
和
式
ト
イ
レ

か
ら
温
水
便
座
の
洋
式
ト
イ
レ

へ
の
改
善
を
目
指
し
交
渉
し
ま

す
。

ま
た
、
千
葉
県
幕
張
ビ
ル
１

階
の
女
性
用
ト
イ
レ
は
、
１
年

ほ
ど
前
に
増
設
要
求
を
行
い
１

個
の
増
設
が
実
現
し
ま
し
た
。

女
性
用
防
寒
着
の

貸
与
や
っ
と
実
現

東
京
・
北
千
住
の
外
勤
営
業

職
場
で
は
、
防
寒
着
を
貸
与
さ

れ
て
い
る
人
と
貸
与
さ
れ
て
い

な
い
人
が
い
ま
す
。

上
長
に
女
性
組
合
員
が
防
寒

着
の
貸
与
を
申
し
出
る
と
、
会

社
が
用
意
し
た
防
寒
着
は
男
性

用
で
、
し
か
も
袖
口
か
ら
手
が

出
な
い
ほ
ど
の
大
き
な
サ
イ
ズ

で
し
た
。

そ
の
後
、
会
社
と
交
渉
し
、

機
関
紙
で
訴
え
て
、
ど
う
に
か

体
に
合
っ
た
女
性
用
の
防
寒
着

が
貸
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
身

近
な
福
利
厚
生
す
ら
大
変
動
き

が
鈍
く
な
っ
て
い
ま
す
。
労
働

組
合
を
通
じ
て
働
き
や
す
い
職

場
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
近

道
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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Ｎ関労に入り要求を実現しよう

２０００年以降、賃上げをストップして

いたＮＴＴは、この３年間で合計５，６０

０円の賃上げを行ってきました。しかし、

実際には賃金制度などの改悪を通じて、賃

上げ額を上回る年収減がつづいているのが

実情です（表１）。

この十数年間の年収減額は、ざっと計算

しても２００万円前後にはなるでしょう。

こうして搾りとったお金は、持ち株会社

に集められ、９兆７千億円超の内部留保や

３兆円を超す自社株買いなどに充てられて

います。この他、ＮＴＴグループ各社も膨

大な利益を積み上げています。

こうして溜め込んだ利益（内部留保）の

数％を取り崩し大幅賃上げや非正規労働者

の正社員化などを行うことが、暮らしの改

善と景気回復につながります。

Ｎ関労に入り、減額分を取り戻そう。

春闘で取り戻す！

年収の減額、減額、減額

＝
秋
闘
要
求
で
実
現
＝

ト
イ
レ
の
改
善
や
防
寒
着
貸
与

1、資格賃金を一律月額４万円引き上げること。

2、60歳超え契約社員などの非正規社員の1時間当

たりの基本賃金を1,500円以上に引上げること。

3、2016年度の特別手当を60歳超え契約社員などの

非正規を含む全ての社員に対して、基準内賃金

の６か月分を支給すること。

4、地域会社での労働条件を向上させることが可能

な委託費を保証すること。

5、定年を６０歳から６５歳に引き上げること。

6、非正規社員に対しては、社員化を行なうこと。

7、労働契約法第２０条に基づき、非正規労働者の

待遇を、職場内均等待遇とすること。とりわけ、

通勤手当、食堂の利用、

安全管理などについて労

働条件を相違させないこ

と。

春
闘
要
求

一律４万円の賃金引き上げ

非正規の時間賃金は1500円以上

Ｎ関労



 表 2 ： NT T 東 の 財 務 状 況  表 3 ： NT T C o m の 財 務 状 況  表 4 ： NT T 西 の 財 務 状 況

配当 配当 配当

性向 性向 性向

06 843 335 40 06 303 87 29 06 283 312 110

07 968 335 35 07 627 90 14 07 -377 312

08 775 335 43 08 890 150 17 08 154 0 0

09 505 335 66 09 606 150 25 09 248 130 52

10 523 335 64 10 689 150 22 10 490 250 51

11 321 335 104 11 583 150 26 11 204 312 153

12 528 335 63 12 653 305 47 12 209 312 149

13 539 335 62 13 889 335 38 13 187 280 150

14 695 335 48 14 772 375 49 14 139 190 137

15 1 ,187 1 ,335 112 15 723 430 59 15 724 150 21

累 計 6 , 8 8 4 4 , 3 5 0 6 3 累 計 6 , 7 3 5 2 , 2 2 2 3 3 累 計 2 , 2 6 1 2 , 2 4 8 9 9

 単位は億円。配当性向の単位は％

配当金

支払い
年度

当期
純利益

配当金

支払い
年度

当期
純利益

配当金

支払い
年度

当期
純利益

　　　　　　　Ｎ関労東の春闘アンケート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 図１：法人減税の穴埋めに
       使われてきた消費税

　　　（1989～2015年度の累計）

消費税収

法人減税累計262兆円

累計304兆円

配
当
金
支
払
い
額

東
日
本
は
コ
ム
の
２
倍

表
２
の
東
日
本
会
社
の
白

抜
き
文
字
「
累
計
」
の
と
こ

ろ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

経
費
や
税
金
を
払
っ
た
あ

と
の
最
終
的
な
利
益
を
表
す

「
当
期
純
利
益
」
は
、
こ
の

10
年
間
の
合
計
で
６
８
８
４

億
円
。
そ
の
な
か
か
ら
持
株

会
社
へ
の
配
当
金
を

10
年
間

で
４
３
５
０
億
円
、
率
に
し

て
利
益
の
６
割
強
（
こ
れ
を

「
配
当
性
向
」
と
い
い
ま
す
）

も
支
払
っ
て
い
ま
す
。

表
３
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
の
白
抜
き
文
字
「
累
計
」

と
比
べ
る
と
、
当
期
純
利
益

は
ほ
ぼ
同
じ
な
の
に
、
東
日

本
の
配
当
金
は
約
２
倍
の
２

０
０
０
億
円
も
多
く
支
払
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
表
４
の
西
日
本
会

社
は
「
累
計
」
で
配
当
性
向

が

99
％
と
非
常
に
高
く
、
利

益
と
持
株
会
社
へ
の
配
当
金

が
ほ
ぼ
同
額
で
す
。

利
益
を
上
回
る
配
当

春
闘
で
会
社
を
追
及

上
場
企
業
の
配
当
性
向
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
同

様
に

30
～

40
％
が
通
常
で
す
。

東
西
会
社
の
利
益
に
た
い
す

る
配
当
金
支
払
い
額
の
割
合

は
高
す
ぎ
ま
す
。

特
に
東
日
本
の

15
年
度
は

最
高
益
を
あ
げ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
配
当
金
支
払
い
額
の

方
が
上
回
っ
て
い
ま
す
（
表

２
）
。
こ
れ
で
は
、
い
く
ら

好
業
績
を
あ
げ
て
も
私
た
ち

に
は
還
元
さ
れ
ま
せ
ん
。

今
春
闘
で
は
、
多
額
の
配

当
金
支
払
い
を
中
止
し
、
労

働
者
に
還
元
す
る
よ
う
に
会

社
を
追
及
し
ま
す
。

安
倍
首
相
に
よ
る
経
団
連

へ
の
賃
上
げ
要
請
は
４
年
連

続
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
裏
側
で
は
、
社
会
保
障

費
に
使
う
と
さ
れ
て
き
た
消

費
税
収
の
大
半
は
、
法
人
税

の
減
税
に
あ
て
ら
れ
（
図
１
）
、

賃
上
げ
分
以
上
に
社
会
保
障

費
の
負
担
が
増
え
て
い
る
の

が
実
感
で
す
。

例
え
ば
厚
生
年
金
の
保
険

料
は
毎
年
引
上
げ
ら
れ
、

04

年
に
く
ら
べ
て

17
年
に
は
、

標
準
報
酬
月
額

20
万
円
の
人

で
１
万
円
、
同

30
万
円
の
人

は
１
万
５
千
円
、
そ
れ
ぞ
れ

月
額
の
保
険
料
が
増
え
ま
す
。

ま
た
、

40
歳
～

64
歳
が
負

担
す
る
介
護
保
険
料
の
平
均

月
額
は
、

04
年
と
比
べ
て

16

年
は
約
２
千
円
増
え
て
い
ま

す
。安

倍
首
相
は
賃
上
げ
要
請

の
パ
ホ
ー
マ
ン
ス
よ
り
も
、

大
企
業
や
金
持
ち
を
優
遇
す

る
税
制
を
改
め
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
税
制
・
社

会
保
障
制
度
を
つ
く
る
こ
と

に
真
剣
に
取
組
む
べ
き
で
す
。
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人
は
挫
折
や
孤
独
に
な

る
と
何
故
、
北
へ
向
か
う

の
だ
ろ
う
か
。
「
敗
北
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
北
の
風
景
は
孤
独
や
挫

折
感
を
癒
す
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
南
の
明
る
さ
は

き
っ
と
辛
す
ぎ
る
の
で
し
ょ

う
。

こ
の
物
語
は
、
素
性
も
性
格
も
異

な
る
男
女
が
出
会
い
、
北
海
道
の
旅

を
共
有
す
る
こ
と
で
人
生
を
見
つ
め

直
す
姿
が
し
み
じ
み
と
描
か
れ
ま
す
。

ゆ
り
子
は
、
幼
い
娘
を
北
海
道
の

母
親
に
預
け
、
死
別
し
た
夫
の
残
し

た
借
金
返
済
の
為
に
、
東
京
で
ピ
ン

サ
ロ
嬢
を
し
な
が
ら
ひ
と
り
暮
ら
し

を
し
て
い
ま
す
が
、
都
会
の
雑
踏
に

疲
れ
娘
に
会
い
に
行
き
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
官
僚
の
廉
司
は
酔
っ
て

無
意
識
に
ビ
ー
ル
を
万
引
き
し
フ
ォ
ー

カ
ス
さ
れ
謹
慎
中
の
身
。
そ
ん
な
二

人
が
行
き
場
を
な
く
し
て

北
海
道
を
ド
ラ
イ
ブ
し
ま

す
。映

画
は
、
物
語
性
を
最

小
限
に
抑
え
二
人
の
心
の

機
微
を
追
い
求
め
、
そ
の
中
に
死
か

ら
生
へ
の
再
生
と
癒
し
を
、
冬
か
ら

春
へ
と
向
か
う
晴
れ
た
日
に
、
ま
だ

雪
の
残
る
山
肌
を
撫
で
て
風
に
吹
か

れ
飛
ん
で
い
く
細
雪
「
風
花
」
の
よ

う
に
優
し
く
描
き
ま
す
。

元
祖
ア
イ
ド
ル
の
小
泉
今
日
子
が
、

女
優
と
し
て
開
眼
し
た
一
作
。
大
人

の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
素
敵
な

作
品
で
す
。

（
み
）

映画紹介 53

多
額
の
配
当
を
止
め
て
労
働
者
に
還
元
せ
よ

風

花

02
年

監
督

相
米
慎
二

あなたの悩みを
一緒に解決します

こんなことはありませんか

□突然解雇を告げられた

■残業代がもらえない

□セクハラ、パワハラを受けた

■労働時間が延長された

□有給休暇がもらえない

■賃金の支払が遅れている

など

秘密厳守
労働相談ほっとライン
03-6806-0255

おかしい！持株会社に多額の配当をする東西会社

＝
表
の
用
語
説
明
＝

「
配
当
金
支
払
い
」
と
は
、

持
株
会
社
へ
の
配
当
金
の

支
払
い
額
の
こ
と
で
す
。

「
配
当
性
向
」
と
は
、
当

期
純
利
益
に
た
い
し
て
配

当
金
支
払
い
額
の
占
め
る

割
合
の
こ
と
で
す
。

安
倍
首
相
の
賃
上
げ
要
請
の
裏
側

大
企
業
減
税
と
社
会
保
障
費
の
負
担
増


